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 本論文は、リズムの同期（研究 1と 2）、リズムの保持（研究 3と 4）、リズムの再生（研究 5と 6）
といったリズムの 3つの側面に関する 6つの研究から構成された。なお、研究 1と 2、研究 3と 4、研
究 5と 6では、それぞれ同じ対象者を対象とし研究を行った。 







（inter-stimulus interval; ISI、以下 ISI）をもとに、3種類の ISI比（1:2、1:3、1:2:3）を設定した。
研究 1 と 2 では、聴覚刺激の呈示開始点から同期反応までの時間（以下、同期精度）、および ISIと対
象者の反応間の時間間隔（inter-response interval; IRI、以下 IRI）の差（以下 IRI精度）を分析した。 
 研究 3では、聴覚障害者 44名と健聴者 24名を対象に、テンポや日常生活での音楽鑑賞経験が、単純
な時間構造のリズムの保持能力におよぼす影響を検討した。研究 4では、種々の時間構造のリズムを保
持する能力、ならびに日常生活での音楽鑑賞経験が種々のリズムの保持能力におよぼす影響を検討した。
研究 3では IRI精度、研究 4ではリズム保持率と誤反応カテゴリーをもとに、対象者の反応を分析した。 
 研究 5では、聴覚障害者 31名と健聴者 24名を対象に、種々の時間構造をもつリズムを再生する能力、
ならびに日常生活での音楽鑑賞経験がリズムの再生能力におよぼす影響を検討した。研究 6では、強度
アクセントの付与がリズム再生率におよぼす影響、ならびに日常生活での音楽鑑賞経験と強度アクセン









 研究 2では、聴覚障害者の ISI比 1:2:3のリズムに同期することの困難さが示された。困難さの要因
として、ISI 比と刺激系列の持続時間、刺激系列内の音刺激の数といった要因が複合的に作用している
可能性が示された。刺激系列内の ISI（最短 ISI、中間 ISI、最長 ISI）ごとに IRI精度を分析したとこ
ろ、聴覚障害者の多くが、中間 ISIを基準とし同期反応を表出していることが示唆された。鑑賞群と非
鑑賞群の反応間の差はみられなかった。 
 研究 3では、導入フェーズにおける IRI精度の分析結果と、研究 1での IRI精度の分析結果は同様で
あった。導入フェーズと継続フェーズにおける IRI精度の分析から、フェーズの違いに関わらず、聴覚




 研究 4 では、導入フェーズは、聴覚障害者群の IRI 精度が、すべての刺激系列で健聴者群より低く、
聴覚障害者群のみ、ISI 比 1:2:3 における IRI 精度が他の刺激系列に比べて低かった。継続フェーズに
おけるリズム保持率の分析から、聴覚障害者は ISI比が 1:2のリズムの方が 1:3のリズムよりも保持し
やすいこと、ISI比のカテゴリー増加によってリズムの保持が困難になることが明らかになった。また、







 研究 5 では、聴覚障害者と健聴者ともに、リズム再生率は ISI 比 1:2、1:3、1:2:3 の順に高かった。





























平成 27年 8月 4日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
なお、学力の確認は、人間総合科学研究科学位論文審査等実施細則第 11条を適用し免除とした。 
よって、著者は博士（障害科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
